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企
業
等
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
神
奈
川
県

が
２
０
１
９
年
度
か

ら
行
っ
て
い
る
「
か

な
が
わ 

S
D
G
s 

パ
ー
ト

ナ
ー
」（
第
５
期
）
に
５
月
に

鎌
倉
青
果
が
登
録
さ
れ
た
＝

写
真
。
登
録
者
数
は
１
７
２

で
、
第
１
期
～
第
４
期
と
合

わ
せ
て
５
０
４
件
。

　
登
録
さ
れ
る
と
、
県
の
中

小
企
業
制
度
融
資
に
よ
る
支

援
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
取
り

組
み
事
例
を
県
か
ら
発
信
、

パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
や
中
小
企
業
者
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
に
向
け
た
取
組

支
援
、「
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
」

を
通
じ
た
資
金
調
達
及
び
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ン
パ
ク
ト
の
「
見

え
る
化
」
が
受
け
ら
れ
る
。

　
鎌
倉
青
果
は
１
９
８
１
年

（
昭
和
56
年
）
設
立
。
地
域

生
産
者
の
活
性
化
と
安
心
安

全
な
野
菜
を
販
売
す
る
た
め

に「
鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド
」

を
立
ち
上
げ
、
農
林
水
産
省

つ
か
り
ま
し
た
。
社
殿
後
ろ

の
２
カ
所
は
い
い
匂
い
が
す

る
よ
う
で
す
。
線
香
の
香
り

と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
社
殿
左
手
の
ス

ポ
ッ
ト
は
、
マ
イ
ナ
ス
パ

ワ
ー
ら
し
く
、「
頭
痛
、腰
痛
、

背
中
が
痛
い
」
な
ど
の
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
大
黒
天
社
と

42

　
＊
古
代
を
綴
る
一
色
　
葉

山
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ

り
第
２
回
は
一
色
地
区
で

す
。
葉
山
６
カ
村
（
堀ほ

り
う
ち内

・

長な
が
え柄
・
一い
っ
し
き色・
上
山
口
・
下

山
口
・
木き

古こ
ば庭
）
の
一
つ
で
、

こ
こ
に
は
、
古
代
に
開
か
れ

た
と
い
う
社
が
二
つ
も
あ
り

ま
す
。
東
大
寺
の
初
代
の
別

当
良
弁
僧
正
が
開
い
た
と
伝

え
る
森
山
神
社
と
奇く
し
稲な
だ田

姫ひ
め
の

命み
こ
とを

祀
る
吾
妻
神
社

で
す
。
今
回
は
森
山
神
社
で

手
一
杯
な
の
で
吾
妻
神
社
は

次
回
に
回
し
ま
す
。

　
＊
自
然
と
文
化
の
町
　
一

色
は
、
西
に
源
頼
朝
も
遊
ん

だ
海
岸
が
広
が
り
、
北
に

三
ヶ
岡
、
東
に
瀧
の
台
な
ど

の
丘
陵
が
町
を
囲
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
環
境
に
葉
山

御
用
邸
、し
お
さ
い
博
物
館
、

県
立
近
代
美
術
館
、
山
口
蓬

春
記
念
館
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
森
山
神
社
は
、
自
然
と

歴
史
、
新
し
い
文
化
が
調
和

し
た
町
に
あ
り
ま
す
。

　
＊
古
代
が
息
づ
く
社
　

三
ヶ
岡
の
麓
に
広
が
る
境
内

は
明
る
く
、
古
社
と
い
う
重

い
雰
囲
気
と
は
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
入
口
の
説

明
板
に
は
驚
き
ま
す
。「
…

当
社
は
奇
稲
田
姫
命
を
奉
斎

し
、
…
今
か
ら
１
２
０
０
余

年
前
、
天
平
勝
宝
（
７
４
９

～
７
５
９
）
の
頃
、
良
弁
僧

正
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
』

　
＊
世
計
神
事
　
森
山
神
社

の
二
つ
の
行
事
も
驚
く
べ
き

大

貫

昭

彦

森
山
神
社
の
パ
ワ
ー
地
図

　
桟
敷
の
下
に
あ
る
一
色
会

館
は
前
面
の
窓
を
外
す
と
、

座
敷
舞
台
に
早
変
わ
り
し
、

鶴
岡
八
幡
宮
の
伶
人
、
巫
女

の
舞
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
夫

婦
神
の
め
ぐ
り
逢
い
は
、
前

回
は
１
９
９
６
年（
平
成
８
）

で
し
た
。
次
回
は
２
０
２
８

年
（
令
和
10
）
の
予
定
で
す
。

　
＊
御
迎
え
ス
ポ
ッ
ト
　
そ

れ
に
し
て
も
境
内
の
開
放
感

は
他
の
社
で
は
あ
ま
り
経
験

し
な
い
も
の
で
す
。し
か
し
、

参
道
を
進
む
に
つ
れ
て
雰
囲

気
が
変
わ
り
ま
し
た
。
霊
感

の
あ
る
人
た
ち
が
度
々
足
を

止
め
る
の
で
す
。
最
初
は
長

い
石
段
の
途
中
で
し
た
。「
パ

森山神社本殿

ワ
ー
が
優
し
い
、
や
わ
ら
か

い
」な
ど
と
反
応
。
誰
か
が
、

『
御
迎
え
ス
ポ
ッ
ト
』
と
表

現
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
話

か
ら
す
る
と
、
パ
ワ
ー
の
優

し
さ
は
女
性
の
神
様
に
原
因

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
＊
山
か
ら
下
り
た
社
　
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
次
々
に
見

　
古
民
家
や
森
林
を
訪
れ

て
、実
測
し
た
り
、木
の
伐
採

作
業
を
見
学
し
た
り
し
て
、

設
計
図
や
模
型
を
作
り
、
木

ム
が
５
月
か
ら
開
始
さ
れ

た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
森
の
大
切

さ
や
モ
ノ
づ
く
り
の
技
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
、
鎌
倉
み

ん
な
の
け
ん
ち
く
学
校
「
木

和
堂
」（
鈴
木
直
子
代
表
）
が

12
月
ま
で
の
７
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
う
体
験
学
習
。
自
分
た

ち
で
書
い
た
設
計
図
を
も
と

に
実
際
に
木
で
〝
小
さ
な
お

う
ち
〟
を
組
み
立
て
る
。
釘

　
鎌
倉
商
工
会
議
所
（
久
保

田
陽
彦
会
頭
）が
６
月
７
日
、

鎌
倉
市
に
エ
コ
バ
ッ
グ
の
販

売
収
益
50
万
円
を
寄
付
し
た

＝
写
真
。

　
昨
年
７
月
か
ら
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
買
い
物
袋
の
有
料

化
に
伴
い
、
同
商
議
所
が
買

も
の
で
す
。
世
よ
は
か
り計
神し
ん
じ事

と
行
ゆ
き
あ
い合
祭ま
つ
りで
す
。

　
世
計
神
事
は
、
11
月

の
大
祭
の
折
、
水
と
麹

を
混
ぜ
た
『
御
酒
水
』

を
神
殿
に
供
え
、
翌
年
、

水
の
減
り
具
合
を
見
て
、

作
物
の
豊
凶
を
占
う
行

事
で
す
。
結
果
は
神
殿

の
前
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
の
占
い

は
『
平
年
作
　
世
計
４

合
５
勺
　
天
候
気
象
の

変
化
に
注
意
』
で
す
。

　
＊
行
合
祭
　
行
合
祭

は
33
年
に
１
回
、
逗
子

の
小
坪
天
王
社
の
神
輿
が
渡

御
し
、
森
山
神
社
の
神
輿
と

出
会
う
祭
り
で
す
。
小
坪
天

王
社
の
祭
神
は
須
佐
之
男

命
、
森
山
神
社
は
后
妃
の
奇

稲
田
姫
命
で
す
。
境
内
に
階

段
式
桟
敷
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
は
こ
の
祭
り
の
た
め
で

す
。

パワースポット地図

い
物
客
に
役
立
て
て
も
ら
お

う
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
生

材
を
使
用
し
て
作
成
し
、
市

内
で
販
売
し
て
い
る
。

　
久
保
田
会
頭
は
「
市
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
松
尾
崇
鎌
倉
市
長

に
寄
付
金
を
贈
呈
し
た
。
松

を
使
わ
な
い
工
法
な
の
で
、

何
度
も
再
生
可
能
で
、
次
回

以
降
の
学
習
に
も
活
用
で
き

る
と
い
う
。10
月
に
丹
沢
の

森
林
で
、伐
採
作
業
の
見
学

も
あ
る
。

　
今
回
は
、
鎌
倉
市
内
の
小

学
３
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

ま
で
12
人
が
参
加
。

　
１
回
目
の
５
月
22
日
は
、

北
鎌
倉
に
あ
る
「
宝
庵
」
の

茶
室
を
子
ど
も
た
ち
が
実
測

測
量
、
製
図
、
組
み
立
て
ま
で

子
ど
も
た
ち
が
家
づ
く
り
を
体
験

エ
コ
バ
ッ
グ
の
販
売
収
益

鎌
倉
商
議
所
が
市
に
50
万
円
寄
付

パワー最強の神明神社

浅
間
神
社
の
間
に
は
、
壊
れ

た
石
祠
や
五
輪
塔
が
並
ん
で

い
ま
す
。
原
因
は
こ
れ
か
な

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
大
根

師
は
「
戦
場
か
砦
で
も
あ
っ

た
跡
で
は
な
い
か
」
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
境
内

は
小
高
い
台
地
で
す
。
言
い

伝
え
に
よ
る
と
、社
は
初
め
、

み
ん
な
の
け
ん
ち
く
学
校
の
参
加
者
た
ち

＝
５
月
、
宝
庵
で

茶
室
を
実
測
す
る
子
ど
も
た
ち

三
ヶ
岡
の
山
上
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
山
か
ら
降
ろ
さ
れ

た
の
は
土
地
を
浄
化
す
る
た

め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
＊
霊
感
が
歴
史
を
解
く
？

皆
さ
ん
の
祈
り
が
通
じ
た
の

か
、
や
が
て
マ
イ
ナ
ス
の
パ

ワ
ー
は
消
え
、
あ
ち
こ
ち
で

プ
ラ
ス
の
ス
ポ
ッ
ト
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。本
殿
の
右
手
、

神
明
神
社
の
ス
ポ
ッ
ト
が
最

強
の
よ
う
で
す
。

　
大
根
師
は
、「
社
殿
は
こ

こ
に
下
ろ
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
事

実
な
ら
、
霊
感
が
土
地
の
歴

史
を
明
か
す
こ
と
に
な
る
。

面
白
い
話
で
す
。

主
催
の「
フ
ー
ド
・
ア
ク
シ
ョ

ン
・
ニ
ッ
ポ
ン
ア
ワ
ー
ド
」

で
受
賞
し
た
。

　
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指

し
、市
場
で
は
、流
通
販
路
を

拡
大
し
、
輸
送
で
発
生
す
る

Ｃ
Ｏ
2
の
発
生
を
極
力
抑
え

る
よ
う
他
県
や
海
外
農
産
物

の
販
売
量
を
減
ら
し
て
、
近

隣
生
産
者
か
ら
の
出
荷
を
主

に
扱
う
。
ま
た
、
農
産
物
は

天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、

販
売
で
き
な
い
野
菜
が
出
た

場
合
、
廃
棄
処
分
に
せ
ず
に

地
域
の
子
ど
も
食
堂
な
ど
に

無
償
で
提
供
し
て
い
る
。

　
高
橋
伸
行
代
表
は
、「
青

果
を
通
じ
て
社
会
奉
仕
を
し

な
が
ら
、
S
D
G
ｓ
の
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
茶
室

へ
。「
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら

入
る
の
」
と
躙
り
口
を
初
め

て
体
験
し
て
驚
く
子
も
い

た
。
２
㍍
四
方
の
茶
室
の
壁

を
各
グ
ル
ー
プ
が
１
面
ず
つ

担
当
し
、
巻
尺
の
ゼ
ロ
を
持

つ
人
、
測
る
人
、
図
面
を
書

く
人
の
役
割
分
担
で
窓
や

柱
、
躙
り
口
な
ど
の
寸
法
を

ミ
リ
単
位
で
測
る
と
、
図
面

に
「
２
カ
所
点
を
打
っ
て
線

で
つ
な
ぐ
」と
指
導
を
受
け
、

図
面
に
書
き
込
ん
だ
。

　
日
影
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導

に
、「
楽
し
か
っ
た
」
と
話

す
子
ど
も
た
ち
。
日
影
さ
ん

も
「
子
ど
も
た
ち
の
反
応
が

さ
ま
ざ
ま
で
や
り
が
い
が

あ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

尾
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
教
育
に
活
用
し

た
い
」
と
礼
を
述
べ
た
。

　
今
後
も
バ
ッ
グ
の
販
売
は

継
続
す
る
。
１
個
７
７
０
円

（
税
込
）。
同
商
議
所
、
市
観

光
協
会
、
同
商
議
所
会
員

店
な
ど
で
販
売
。
問
い
合

わ
せ
鎌
倉
商
工
会
議
所
☎

０
４
６
７
・
23
・
２
３
６
１

みんなのけんちく学校の参
加者たち＝５月、宝庵で

鎌
倉
青
果
が
登
録

神
奈
川
県
推
進
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

し
、
平
面
図

を
書
い
た
＝

写
真
。
建
築

士
・
日
影
良

孝
さ
ん
か
ら

実
測
の
仕
方

や
注
意
点
の

説
明
を
受
け

る
と
、
４
グ

材
を
伐
っ
て

〝
お
う
ち
〟

を
組
み
立
て

る
、
子
ど
も

を
対
象
に
し

た
プ
ロ
グ
ラ


